
50
年

前

の

芸

術

は

こ

ん

な

に

も

熱

く

激

し

か

っ

た

◉ 

開
館
時
間
： 

10
時
〜
17
時
30
分
（
展
示
室
へ
の
入
室
は
17
時
ま
で
）

   

◉ 

休
館
日
：

毎
週
月
曜
日  

＊
た
だ
し
、2
月
11
日
﹇
月
・
祝
﹈は
開
館
、翌
2
月
12
日
﹇
火
﹈は
休
館  

◉ 

主
催 

： 

静
岡
県
立
美
術
館
｜
読
売
新
聞
社
｜
美
術
館
連
絡
協
議
会
｜
静
岡
第
一
テ
レ
ビ 

◉ 

協
賛 

： 

ラ
イ
オ
ン
｜
大
日
本
印
刷
｜
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜  

◉ 

観
覧
料 

： 一
般
1
0
0
0
円
（
8
0
0
円
） ｜ 

70
歳
以
上
5
0
0
円
（
4
0
0
円
） ｜
大
学
生
以
下  

無
料

＊
1
9
6
8
年
割
引
：1
9
6
8
年
生
ま
れ
の
方
は
観
覧
料
8
0
0
円
（
生
年
月
日
を
確
認
で
き
る
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

＊（   

）内
は
前
売
及
び
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。  

＊
収
蔵
品
展
、ロ
ダ
ン
館
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。  

＊
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
付
添
者
1
名
は
無
料
。

2
0
1
9
年
2
月

10
日﹇
日
﹈▼

3
月

24
日﹇
日
﹈

 1
9
6
8
年

激
動
の
時
代
の

芸
術
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◉
世
界
中
で
近
代
的
な
価
値
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ

め
︑各
地
で
騒
乱
が
頻
発
し
た
1
9
6
8 

年
は
︑

20
世
紀
の
転
換
点
と
も
い
う
べ
き

激
動
の
年
で
し
た
︒
日
本
で
も
︑

全
共
闘
運
動
や
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
な
ど
で
社
会

が
騒
然
と
す
る
な
か
︑カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
や

ア
ン
グ
ラ
の
よ
う
な
過
激
で
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
動
向
が
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
︒
社
会

全
体
が
高
揚
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
こ
の
時
代
に
は
︑現
代
美
術
を
は
じ
め
︑写
真
・
演

劇
・
舞
踏
・
映
画
・
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
・
漫
画
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
も
︑破
壊
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
た
先
鋭
的
な
試
み
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
︒
学
生
運
動
や
ヒ
ッ
ピ
ー

ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
︑既
成
の
価
値
や
体
制
に
異
議
申
し
立
て
を
お
こ

な
う
時
代
の
空
気
は
︑芸
術
家
の
あ
い
だ
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
す
︒

◉
本
展
は
︑1
9
6
8 

年
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
が
経
過
し
た
2
0
1
8
年
の
視
点
か
ら
︑約

4
0
0
点
の
作
品
や
資
料
と
と
も
に
こ
の
興
味
深
い
時
代
の
芸
術
状
況
を
︑回
顧
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
す
︒こ
の
時
代
の
芸
術
を
輪
切
り
に
し
て
展
観
す
る
こ
と
で
︑新
た
に
見
え

て
く
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
今
か
ら
50
年
前
に
当
時
の
芸
術
に
親
し

ん
だ
方
も
︑こ
れ
か
ら
出
会
う
方
も
︑展
覧
会
場
で
1
9
6
8 

年
前
後
の
熱
気
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

1
9
6
8
年

激
動
の
時
代
の

芸
術

1968: 
Art in the Turbulent
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◉次回展覧会
「屏風絵の世界（仮）」2019年4月2日［火］～5月6日［月・祝］

◉静岡市美術館展覧会のご案内
「起点としての80年代」2019年1月5日［土］～3月24日［日］

◉託児サービス
日曜日、祝日のみご利用いただけます。無料。
時間：10:30～15:30　対象年齢：6カ月～小学校就学前
 ＊お預かりできる時間は2時間以内です
 ＊ご利用が集中した場合はお受けできないことがあります

◉交通案内
・JR「草薙駅」県大・美術館口から静鉄バス
「県立美術館行き」で約6分
・JR「静岡駅」南口からタクシーで約20分、
または北口から静鉄バスで約30分
・JR「東静岡駅」南口からタクシーで約15分、
または静鉄バスで約20分
・静鉄「県立美術館前駅」から徒歩約15分、
または静鉄バスで約3分
・東名高速道路・静岡ICまたは清水IC、
新東名高速道路・新静岡ICから車で約25分

〒422-8002  静岡市駿河区谷田53-2
Tel. 054-263-5755  Fax. 054-263-5767
ウェブサイト：http://www.spmoa.shizuoka.shizuoka.jp
お問合せ：総務課Tel. 054-263-5755｜
学芸課Tel. 054-263-5857｜
テレフォン・サービスTel. 054-262-3737

通常版

静岡駅 東静岡駅 JR草薙駅
グランシップ

国道1号線バイパス 瀬名I.C.

新静岡 I.C.

静岡
I.C.

新東名高速道路

新静岡駅 静岡鉄道

流通センター通り
長崎I.C. 清水 I.C.

千代田
上土 I.C.

国道1号線
JR東海道本線

新幹線

静岡環状線（南幹線）

東名高速道路

SBS通り

国道150号線

県立大学

県立美術館前駅 御門台駅 至新清水駅

桜橋駅草薙駅

県立中央図書館

1｜
北
井
一
夫《「
バ
リ
ケ
ー
ド
」よ
り

：ヘル
メ
ッ
ト  

日
本
大
学
芸
術
学
部
内
》1
9
6
8
年
｜
作
家
蔵

2｜
宇
野
亜
喜
良《
天
井
桟
敷「
星
の
王
子
さ
ま
」ポ
ス
タ
ー
》1
9
6
8
年
｜
ギ
ャ
ラ
リ
ー360

°
蔵

3｜
菅
木
志
雄《
斜
位
相
》1
9
6
9
年
｜
小
山
登
美
夫
ギ
ャ
ラ
リ
ー
協
力  

4
｜
梅
田
英
俊《Peace

》1
9
6
6
年
｜
日
本
画
廊
蔵

1

3 4

2

対談「1968年と1980年代は地続きか？」
日時：2月11日［月・祝］14:00～15:30（開場13:30）

登壇：森村泰昌（美術家）、木下直之（当館館長）　
司会：川谷承子（当館上席学芸員）
会場：当館エントランスホール
聴講無料・申込不要

［静岡市美術館  イベント］
前日2月10日［日］には静岡市美術館にて「起点としての80年代」関連シンポジウム
が開催されます。

シンポジウム「80年代の美術は今につながるか（仮）」
日時：2月10日［日］14:00～17:00（開場13:30）
登壇：峯村敏明（美術評論家）、篠原資明（高松市美術館館長）、森村泰昌（美術
家）、林道郎（上智大学教授）
司会：以倉新（静岡市美術館学芸課長）
会場：静岡市美術館 多目的室
参加料：無料
定員：70名（応募多数の場合は抽選）
申込方法等は静岡市美術館HPまたは電話（054-273-1515）までお問合せくだ
さい。 

［1968年展・80年代展 相互割引］
静岡市美術館「起点としての80年代」（1/5-3/24）の観覧券をお持ちの方は、本展
を団体料金でご覧いただけます。なお、本展観覧券（半券可）を、静岡市美術館で
ご提示いただくと、80年代展が団体料金となります。

対談「漫画と1968 『月刊漫画ガロ』を中心に」
日時：2月23日［土］14:00～15:30（開場13:30）

登壇：ライアン・ホームバーグ（東京大学  特任准教授）、成相肇（東京ス
テーションギャラリー  学芸員）

会場：当館講座室
聴講無料・申込不要 先着順（定員40名程度）

◉チケット販売所（前売り券は2019年2月9日［土］まで販売）
［前売・当日券］チケットぴあ、セブンイレブン（Pコード共通：769-410）、ローソンチケット、ミニストップ（Lコード共通：45357）、セブンチケット、CNプレイガイド（ファミリーマー
ト）、静岡県立美術館  ［前売券のみ］大和文庫、戸田書店（静岡本店・江尻台店）、谷島屋（パルシェ店・マークイズ静岡店）、吉見書店（竜南店）、大丸松坂屋友の会、静岡
県庁本館1階売店、静岡市美術館ミュージアムショップ、グランシップ、JR草薙駅前一部店舗

◉表紙画像:羽永光利《新宿西口フォークゲリラ》1969年／《封鎖された多摩美術大学》1969年／《アンダーグラウンド蠍座入口》1967年／《ゼロ次元 全裸防毒面歩行儀式》1967

年／《沖縄デー、新橋駅付近》1969年／《FLOUR POWER、新宿》1968年／《Fashion Village the Apple》1968年／《「狂気見本市」より》1968年／《ガリバー「フライングフォーカス」》

1969年  以上羽永太朗蔵／樋口茂（撮影）《プレイ「現代美術の流れ」1969年7月20日  京都・宇治川→大阪・中之島》1969年｜作家蔵／山田塊也（イラスト）《『部族』Vol.2, No.1/2》

1967-68｜三原宏元（ビリケン商会）蔵｜SCAI THE BATHHOUSE 協力／田名網敬一《P.B.GRAND PRIX》1968年｜作家蔵｜NANZUKA協力／北井一夫《「バリケード」より：タオル  

日本大学芸術学部内》1968年｜作家蔵

館長美術講座「1968年と明治100年－政治と歴史と文化」
日時：3月9日［土］14:00～15:30（開場13:30）

講師：木下直之（当館館長）
会場：当館講座室
聴講無料・申込不要 先着順（定員40名程度）

フロアレクチャー

日時：2月24日［日］、3月3日［日］  いずれも14:00から40分程度
集合場所：企画展第1展示室
展覧会担当学芸員が展示室にて解説を行います。申込不要、観覧料
が必要です。

わくわくアトリエ

日付：3月3日［日］
実技講座
日付：3月9日［土］、10日［日］
実技講座およびわくわくアトリエは事前申込みが必要です。
 ＊お申し込み方法・内容詳細は約1ヶ月前をめどに美術館ホームページまたは館内
配架チラシでお知らせします。

上映会「カメラになった男  写真家 中平卓馬」（2003年。2006年初公開）

監督：小原真史
日時：3月2日［土］14:00～（開場13:30）  上演時間91分
会場：当館講座室
入場無料・申込不要 先着順（定員40名程度）

 ＊1968年割引：1968年生まれの方は観覧料800円（生年月日を確認できる証明
書をご提示ください）   ＊Twitterでハッシュタグ「#1968年静岡」をつけて「あなたの
1968年」を投稿してみませんか。投稿の中から、抽選で3名の方に、同展覧会ペア
招待券と図録をプレゼントいたします。   ＊各イベントの詳しい内容については当館
ホームページをご覧ください。

会期中イベント
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